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噴流制御手法の一つとして，流動場に供給される噴流に旋回を加える方法がある．たとえ

ば微粉炭燃焼場においては中心部の軸対称噴流から燃料(微粉炭)を，その周囲の同軸環状噴

流から空気を供給するが，ここに旋回を付加することで逆流現象を生じさせ流体の混合促

進や失火の予防を行う．本研究グループでは昨年度までに直接数値シミュレーション（DNS）
による旋回噴流場の解明を行ってきた．しかし，DNS で実際の工業装置に見られるような

高レイノルズ数の流れ場を扱うことは，計算負荷の観点から現実的ではない．そこで本年度

は，OpenFOAM を用いてラージエディシミュレーション（LES）を実行し，従来より 10
倍のレイノルズ数の流れ場に対する数値シミュレーションを行った． 
図 1 に計算領域の概略を示す．噴流供給ノズル部と噴流部からなっており，全領域を

OpenFOAM により計算した．軸対称噴流の直径と初期流速に基づく噴流レイノルズ数を

22000 と設定した．噴流の旋回強さを表すスワール数 Sw は 0（旋回無し），0.5 および 1.7
と設定した．また噴流レイノルズ数が 2200 の場合に対しても計算を行い，DNS とほぼ同

様の結果を得られることを確認した． 
図２に結果の一例として Sw=1.7 の場合における半径方向速度変動強度の中心軸上分布

を示す．図より，レイノルズ数が大きな場合の方が速度変動強度が相対的に大きなことがわ

かる．このことは，同じスワール数でもレイノルズ数が大きな方が半径方向への混合拡散が

より大きいことが示唆される．なお Sw=0.5 の場合にも同様の傾向を示した． 
 

 

図 1．計算領域の概略図 

図 2．半径方向速度変動強度の中

心軸上分布 
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